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１
．

ＰＢＩ （Ｐａｒ㎝ 悔１Ｂｏｎ 倣 ｇＩｎｓｔｍ ㎜ ㎝ｔ） 目 本 版 の 信 頼 性， 妥 当 性 に 関 す る

研究

２． 不安神経症患者と両親の養育態度の関連

（主査） 教授 田村 敦子

（副 査） 教 授 大 澤 真 木 子， 新 田 澄 郎

論 文 内 容 の 要 旨

〔目 的〕

ＰＢＩ（ｐ脳ｅｔａｌｂｏｎ 砒 ｇｉｎｓｔｍ ㎜ｅ泄） は
，

子 供 か ら み

た 親の養 育態 度の 自覚 的評 価スケ ール であ り， 養護 因

子 と過保 護因 子の ２因 子を測 定 するも の である． 欧米

で はその 信頼 性， 妥当 性カ確 認さ れ， 臨床 研究 に使用

さ れ て い る
．

論 文 １ で は 我 国 で も ＰＢＩ が 使 用 可 能 か ど

う が， そ の 信 頼 性 と 妥 当 性 を 検 討 し た
．

論 文 ２ で
，

実

際 に ＰＢＩを用 いて， 不安 神 経症 患者と 健常 対象 者の差

異 の統計 的研 究を 行、・， 不安 神 経症の 発症 に両 親の 養

育 態 度 が 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 し た
．

〔対 象お よび 方法〕

論 文 １ で は ＰＢＩ を 日 本 語 に 翻 訳 し
，

高 校 生８７名 （男

５０名， 女３７名）， 女 子 看 護 短 大 生１３６名 の 計２２３名（平 均

年 齢１８
．
７歳） を 対 象 に 実 施 し た

．
信 頼 性 に つ い て は 内

部 一 貫 性， 再 現 性 の 観 点 か ら
，

妥 当 性 に つ い て は 内 容

妥 当性， 並存 的妥 当性， 概 念構 成妥当 性の 観点 か ら統

計 的 に 検 討 し た
．

論 文 ２ で は， 平 成 ４ 年 亙 ～１２月 ま で

の ユ年 間に多 摩申 央病 院精 神科 に通院 中の２５歳 以下 の

不 安神経 症患 者２６名を 対象 に ＰＢＩを施 行し，得 ら れた

ＰＢＩス コ アー を 論 文 １の 健 常 対 象 者 の も の と 統 計 的

に 比 較 検 討 し た
．

す な わ ち 母 親 の 養 護 因 子 （Ｍ・ＣＡ）
，

過 保 護 因 子 （Ｍ－０Ｐ）， 父 親 の 養 護 因 子 （Ｆ－ＣＡ）， 過 保

護 因 子 （Ｆ－ＯＰ） の 得 点 に つ い て
，

患 者 群 と 論 文 １ の 健

常 対象者 の間 の母 平均 値の 差の 検定 を行っ た．

〔結果〕

論 文 １ で は， 上 記 の 統 計 的 分 析 の 結 果， ＰＢＩ 日 本 版

も原 本と劣 ら ぬ信頼 性， 妥当 性を 有 して いる こ とが確

認 さ れ
，

我 国 で も 使 用 可 能 で あ る と 判 断 さ れ た
．

論 文

２ で は
，

Ｆ－０Ｐ を 除 き
，

Ｍ・ＣＡ
，

Ｍ－Ｏ Ｐ
，

Ｐ－Ｃ Ａ で 危 険

率５ ％以下 の有 意差 で相 違カ童みら れだ． つ まり不 安神

経症 患者 は健常 対象 者に 比較 して， 両 親の 養護 因子カミ

低かっ た と自覚 して おり， 母 親の 過保 護因 子カ滴 かっ

た と 自 覚 し て い る と い う 結 果 が 得 ら れ だ
．

〔考察〕

欧 米で は抑う つ神 経症， 不 安神 経症 な どの神経 症 患

者は 健常者 に 比べ， 両親 を低 養護， 高 過保 護と判 定 す
’
る 傾 向 淡 指 摘 さ れ て い る

．
論 文 ２ に お い て 実 際 の 症 例

で の 検 討 を 行 っ た と こ ろ
，

我 国 に お い て も 不 安 神 経 症

の発 症に 両親の 養育 態度 の問 題が 大きく 関わ って いる

こ とカミ確 認 さ れ，
今 回 の 結 果 は そ れ を 裏 付 け る も の と

考 乏 ら れ た
．

じ か し 質 間 紙 法 に よ る テ ス ト 結 果 の 解 釈

には 慎重 を要 するの で， 今後 も不 安神 経症 の発症 と 親

の養 育態度 の 関連に つ いて は， 症 例を 重ね 精密 な統 計

的 検 討 を 続 け る 必 要カミあ ろ う
．

〔結語〕

論 文 １に お いて ＰＢＩの 日本 版 の 信頼 性 と 妥 当 性 を

統計 的に 確認 しだ． 論文 ２に おい て不 安神 経症 の患者

は両 親を低 養 護， 高 過保 護と 自覚 して いる という 調 査

結果 から， 不安 神経 症の 発症 には 両親 の養 育態度 も 関

係 す る こ とカミ示 唆 さ れ た
．
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論 文 審 査 の 要 旨

欧 米 で 臨 床 研 究 に 使 用 さ れ て い る ＰＢＩ （ｐａｒｅｔａｌｂ㎝ｄｉ昭 ｉｎｓｔｒｕｍ ㎝ｔ） は， 子 供 か ら み た 親 の 養 育 態 度 の 自

覚 的評 価ス ケー ルで， 養 護因 子と 過保 護因子 の２ 因子 を測 定す るも ので ある．

論 文 １ で は
，

ＰＢＩ を 日 本 語 に 翻 訳 し
，

健 常 人 対 象 者２２３名（平 均 年 齢１８．７歳）に 実 施 し， 信 頼 性（内 部 一 貫 性
，

再 現陸） と， 妥当 性 （内部， 並 存 性， 概念 構成） を統計 的に 確認 した． 論文 ２ では， 実 嬢に ＰＢＩを用 いて 不安

神 経症 者と 健常 対象者 の 差異の 統 計的研 究 を行っ たと ころ， 不 安神 経症 ｇ患 者は， 両 親を低 養 護， 高 過保 護と

自 覚 してい ると の結 果カ溜 ら れた．不 安神 経症 の発 症に は，両親 の 養育態 度も 関係 する こと を示 唆 した 臨床 上，

治 療 上
， 価 値 あ る 論 文 で あ る

．

主論文公表誌

１
．

ＰＢＩ （Ｐａｒｅ航ａｌ Ｂｏｎ 搬 ｇ Ｉｎｓｔｍ ｍｅｎｔ） 日 本 版 の

信頼 性， 妥当 性に 関す る研究

精 神 科 治 療 学 第 ６ 巻 第１０号 １１９３－１２０１頁

（平成３ 年１０月発 行）

２． 不安 神経 症患 者と 両親 の養 育態度 の 関連

東 京 女 子 医 科 大 学 雑 誌 第６４巻 第 ５ 号

４１８－４２３頁 （平成 ６年 ５月 発行） 小川 雅 美

副論文公表誌

１） 「舌カ状 り」 の みら れた人 工透 析患 者２ 例． 臨

精 医 ２０（６）：７７１－７７８（１９９１） 堀 川 直 史
， 小 川 雅

美， 山 崎友子， 加 茂 登志子， 永 困俊 彦

２） 人 工透 析と精 神 障害一 その 現代 的問 題一． 精 神

科 治 療 ５（４）１５０５－５１４ （１９９０） 堀 川 直 史
，

小 川

雅 美， 山崎 友子， 永田 俊彦

３） 腎 不全・ 人 工透析 患者 への 向精 神薬 療法． 臨 精

医 ２０（３）：２６５－２７３（１９９１）堀 川 直 史
，

山 崎 友 子
，

小 川 雅 美
， 松 田 治

，
山 田 純 生， 永 田 俊 彦

４） う つ 病 と 神 経 症 症 状． 精 神 科 治 療 ５（近）：

５２３－５３１（１９９０）堀 川 直 史
，

山 崎 友 子
，

小 川 雅 美
，

永 田俊彦

５） 残 遺 状 態 の 見 ら れ た 躁う つ 病 の １ 例． 臨精 医

１８（５）：６７３－６７９ （１９８９） 堀 川 直 史， 坂 元 薫，

凶 崎友 子， 小 川雅 美， 永田 俊彦

６） Ｃ 型肝 炎 を合併 した 精神 分裂 病患 者に お けるイ

ン タ ー フ ェ ロ ン 療 法 一 自 験 例 を 通 し て 一
．

臨 精

医 ２２（１０）：１４６９－１４７５ （１９９３） 小 川 雅 美
，

山 寺

博 史， 黒 田 肇
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